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Abstract: Patients with long-term home of medication, poor medication compliance for weaker stations come less frequent 

symptoms. We will discuss how the presentation of the video message in order to enhance the communication effectiveness 

communication interface also in this study, by video message to the patient long-term medication by a pharmacist dispensing 

pharmacy. Notifies the terminal patient pharmacy medication status at the touch of a button from your mobile device. Pharmacy 

medication to the patient guidance through video messages medication to grasp the situation. 

 

１． はじめに 

虚血性心疾患，糖尿病，高血圧症や喘息等長期の服

薬治療では，医療従事者の指示に従って処方通りに服

薬することを意味するコンプライアンスが継続しない

ことが問題になっている．コンプライアンスが継続し

ない原因は，長期服薬の在宅患者は，病院及び調剤薬

局への来局頻度が少ない．そのため医師や薬剤師との

コミュニケーションが少なく，服薬治療に対する意識

や主体的気持ちといったアドヒアランスが継続しない，

また長期服薬治療の疾患には自覚症状が弱いことが多

く，このこともアドヒアランスを低下させている．さ

らに近年の医療機関を取り巻く環境変化により，クリ

ニックにおける診察及び治療の指導，調剤薬局におけ

る服薬指導に十分な時間がとれなくなっていることも

原因の１つとして挙げられている． 

本研究では前記問題に対処するため，調剤薬局薬剤師

による長期服薬患者へのビデオメッセージによるコミ

ュニケーションインタフェース，またコミュニケーシ

ョン効果を高めるためにビデオメッセージの呈示方法

について検討する． 

 

２． 先行事例 

調剤薬局において患者指導の不足を補うための試み

としては従来，服薬指導に関わる情報について，冊子

やパンフレット等テキストによって提供することが一

般的である[1]．それらの冊子やパンフレットを薬局内

に掲示したり，配布したり，服薬指導時に提示する等

して利用する．また薬局に設置したディスプレイによ

る提供[2-3]．患者の携帯電話へ報知する試みも行われて

いる[4]．しかしこれらの方法は患者への一方通行で教

育効果が少ない．そのため薬局窓口における患者-薬剤

師間のコミュニケーション不足を補うために，待合室

に Q&A の掲示板を設置する試みも報告されている[5]，

しかしこれらの試みは来局頻度の少ない長期服薬の患

者にとって効果が低い，さらに最近ではタブレット端

末に実装したスライドや動画を用いて，治療や検査内

容の説明，服薬指導や栄養指導を支援するツールも登

場している[6]．しかし，これらの情報提供手段におい

ては，前記のパンフレットやディスプレイによる情報

提要と同様に，患者の興味・関心を引きアドヒアラン

スを向上させるには限界がある．インタラクティブ性，

またシミュレーション性の要素が欠如している． 

 

３． 提案システム 

提案システムは，在宅の患者専用端末と調剤薬局の

薬剤師専用端末から構成される（図 1 参照）． 

３．１ 患者端末 

 患者端末では服薬状況の入力，服薬状況により変化

する症状のシミュレーション，テキスト及びビデオメ

ッセージの送受信が行える．薬剤師からビデオメッセ

ージが送られると，自動で受信しダウンロードする． 

３．２ 薬剤師端末 

 薬剤師端末は患者端末から送信された服薬状況のグ

ラフ表示，テキスト及びビデオメッセージの送受信が

行える．簡単に撮影できるようスマートフォンのイン

カメラを使用する． 

(1) ビデオメッセージによる呈示インタフェース 

 ビデオメッセージはテキストメッセージとは違い相

手の顔を確認することができるため，より安心感が生

まれ，患者－薬剤師間でさらに深いコミュニケーショ

ンを取ることができる．また，テキストメッセージの

場合，機械の操作に慣れていない患者はテキストをタ

イピングする事に煩わしさを感じてしまうと考えられ

るため，ビデオメッセージ用いることで，タイピング

の煩わしさを感じずにメッセージを相手に伝える事が

できると考えられる．そのため，操作に手軽さを持た

せるために，アプリを起動し，ワンプッシュでビデオ

メッセージを作成できるようインタフェースを作成す

る． 

 服薬支援システムにおける，ビデオメッセージ部分

の構成は「映像の録画，音声の録音」「映像，音声の保

存」「映像の読み込み及び再生」から成る．データの送

受信の制御は Java で行い，データをサーバーへアップ

ロード及び端末へのダウンロードは PHP で制御する． 

(2) ホログラム感を持たせたビデオメッセージ 

 提案システムはスマートフォン向けのビデオメッセ

ージであるが，ビデオメッセージを立体感を持たせた

ホログラムライクに映る装置を作成することを考えて

いる．ホログラムを持たせることによってその場に薬

剤師がいるような感覚となり，スマートフォン端末で
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再生するよりも薬剤師と患者の距離が縮まるのではな

いかと考えられる．（図２参照）この装置は，GABRIEL 

BARCIA-COLOMBO 氏の「Jitterbox」を参考に作成し

た[7]． 

 

４． 提案システムの問題点 

今回製作をしたホログラム装置はガラス球を使用し

ているためガラス球に自分自身が反射してしまい，そ

の反射が投影される映像を邪魔してしまっている． 

 

５． まとめと今後 

 本論文では，スマートフォンを利用した遠隔服薬支

援におけるビデオメッセージシステムとホログラム感

を持たせた装置を提案した．今後は，ガラス球への映

り込みを防止するため，ガラス球の素材，スクリーン

の素材を考えなおす必要がある．これらの課題を解決

し，よりホログラム感を持たせた映像を映し出すシス

テムを実現できるよう開発を進めていく． 
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Figure 1. Functional Configuration of Proposed System. 

 

 

Figure 2. Hologram-like display prototype. 
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